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比較文明学専攻創設メンバーの一人である北山晴一先生からは，
現役生とOB・OGそれぞれのメーリングリストにときおりお知ら
せの投稿をいただく．昨年の秋学期早々にいただいたお知らせに
「ことしは比較文明学専攻設立（1998年）から21年目」とあり，虚を
衝かれた．2007年入職の私は，20年の節目を忘れていたのである．
父母の年齢を忘れた不孝者のような気分であった．記念の意識も吹
き飛ぶほどに日々の業務に流されているだけなのではないかとの反
省の念も湧き起った．
しかし，たとえ年数としては意識せずとも，歴史の蓄積が自ずか
ら課してくる変革への必要性に，それなりに真摯に対応してきたこ
とについては，現役教員の一人として述べておきたい．
一つには，入学定員を削減したこと．2019年度入試より，前期
課程は20から10へと入学定員を半減させている．また，二つ目と
して，2004年度以来付与されてきた特任教員2枠を1枠としたこと．
具体的には，今年度ご退職の西谷修先生の枠が不補充となる．
こうした諸変革は，林みどり前主任の在任中から周到に準備を重
ねて実現に至ったものである．そして，この変革を促した主な要因
は学生数の減少，定員充足率の低下にある．これ自体は現在の文系
大学院の通弊というべきものだが，それに加えて当専攻の場合，創
設当初は独立専攻として備えていた裾野の広さが，その後の教員の
移籍・退職に伴い徐々に失われてきたこと，また，文学部改革によ
り誕生した文学科文芸・思想専修との一体性が高まってきたという
事情がある．かつての幅広い教員層により支えられていた体制をそ
のまま維持することは困難であった．定員の未充足は研究科組織に
とっても足かせになることから，定員削減を通じて教育資源の集中
と充実を図ることとした次第である．また，ほぼ同時に教員免許法
改正への対応も必要となり，2019年度以後は社会科関係の専修免
許状にかかわる認定を受けないこととしたことも付言しておく．
期せずしてタイミングは重なるもので，ホームページも大きく変
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わる．従来別々に運用されてきた文芸・思想専修と比較文明学専攻
のオリジナルホームページについて，統合するかたちで新規制作す
ることとなった．この紀要でもお世話になっている深澤晃平さん，
そして新たに柴原聡子さんをはじめとしたチームに依頼し，2018
年度内公開予定で作業を進めていただいている．サイト名は
Beyond Boundaries，本誌の英文タイトルから採った．学部と大学
院というもう一つの境界の越え方が示されることになろう．ご期待
いただきたい（なお，従来のURLからリダイレクト設定をする予定）．
さて，教員の異動に触れよう．
今年度着任されたのは，陣野俊史特任教授である．フランス文学
者，文芸評論家であり，スポーツや音楽などのポピュラーカルチャ
ーを横断した批評活動でも活躍されてきた．この紀要では前号18
号に，着任挨拶のようなかたちで魅惑的な一文を寄せていただいて
いる．また，最新のお仕事として小説『泥海』が刊行され（河出書
房新社），「言葉だけで身を賭して世界と闘う小説家」（星野智幸氏によ
る帯の惹句）として高い評価を得ている．
いっぽうで，任期更新限度により西谷修特任教授が，また，早稲
田大学への移籍により小野正嗣教授が，それぞれ退職される．
西谷先生は従来から活発に社会的発信に努めてこられたが，立教
在職中の顕著な活動としては，連続講義「立憲デモクラシー講座」
が挙げられよう．学生指導においても，指導学生に対する博士学位
授与が日程にのぼっている．本専攻の特任教員としては初めてのこ
とであろう．また，ご自身の学問的姿勢を開示された前号掲載のロ
ングインタビューは，我々への貴重な贈り物として記憶に新しい．
小野先生は，内外の作家や映画監督を招いての公開講演会をいく
つも企画してくださり，自身がかかわる学内外の催しについても頻
繁に情報提供することで専攻に刺激を与えて下さった．2015年に
芥川賞を受賞されたのはとりわけ喜ばしいニュースであった．あた
かも本号には小野先生へのインタビューが掲載されている．福嶋亮
大先生という希代の聞き手を得たことにより，その創作の背景を説
き明かして余蘊がない．
西谷先生と小野先生はもともと教師と学生として出会われて以来
の交流があり，2014年度に着任されたのも同時，そしてご退職も
同時となったわけである．個人的感慨ながら，その年度の紀要の
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「はじめに」でお二人を紹介した私が，今またそのご退職について
報告しているのも奇縁に思われる．お二人の5年間のご指導に感謝
申し上げるとともに，今後のますますのご活躍をお祈りしたい．
来年度の話にも触れておこう．専攻創設メンバーとして現職最後
のお一人となった佐々木一也先生が退職年度を迎えられる．そして，
人事補充や研究休暇の関係で教員スタッフが減少する難局に当たり，
専攻主任に再登板していただくこととなった．本号に頂戴した寄稿
は，我々後進にとって比較文明学の使命を再確認できる一文となっ
ている．ぜひ味読していただきたい．
小野先生のインタビューや佐々木先生の論文といった，それぞれ
記念的意味合いをも帯びることとなった記事を含め，本号に充実し
た内容が整えられたのは，編集担当された菅野聡美先生のご努力に
よる．会員からの論文投稿は依然として少ない状況ながら，西谷先
生が指導された金智英さんの論文が掲載されたのは嬉しいことであ
った（前号は「論文」の掲載がなかった）．研究交流会は前期課程2人に
よる発表にそれぞれ外部コメンテーターのコメントを得て，密度の
高い議論がなされた．そして，前号から始まった大学院生による書
評は，今年度からは春学期全体授業での指導の一環として各学生に
準備してもらうこととなった．書評執筆の意義は，前号に林みどり
先生，福嶋先生もお書きになったとおりである．目配りのきかせや
すい短い書評のかたちで文章執筆に取り組むことが，来たるべき修
士論文あるいは博士論文の完成度にもよい影響を与えることになる
はずである．導入教育的な意味合いを含め，大学院教育体制の充実
にもつながる仕組みとして，必要な改善を施しながら定着していく
ことを願っている．
末筆ながら，22年目を迎える比較文明学専攻ならびに立教比較
文明学会の活動を，今後ともご支援賜りたく，お願い申し上げる．
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